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巻 頭 言

ζり春から夏にかけてはよ〈学生諸君と海え出かけたeもちるん鹿賀と降車寄生教問採集にであ

る.地学は地質ばかりでなく天文浮から海洋学すで含むわけだから海品、行っても山へ行ってもよ

いわけだが、地質と山とを得意とされaる諸君に』ヒつてはさすがに飴母上ではタ Uノメーターどこ

る白書わぎではなかったようだ.もっともプム長をはいτ胴乱にリユ γタを背負ったかっこうは

ど5且てもどこへ行くのか見当がつかない。

品グマ YI7J箱担採泌総もはじめ17J5ちは30米の深きまで使517Jがやっとだったカミ、こ由貿で

は使い方もすっかり上手になり駿河宵で65米の深さまで使えるよ5になった.給や精滅。動さ

は地層と違つてなかなかわからないで沼口Lた.

'地学しす、主た，も 1.0回すでに号を重ねて愈々帯 11 ~予である。 これも段々と深く広くなり

そ5だい育ててきた甲建があったとつくずくJ思5.4-后も海.山.型.星。動きをみんなでど

しどし'しずはた'の誌上に捉えて行こう。
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